
17 
（月） 

伝道
でんどう

弟子
で し

の土台
ど だ い

 

 エペ 1 章 1～13 節 私
わたし

たちの父
ちち

なる神
かみ

と主
しゅ

イエス・キリストから、恵
めぐ

みと平安
へいあん

があなたがたにありますように。(2) 

 Remnant は平日
へいじつ

に朝
あさ

、昼
ひる

、夜
よる

の時間
じ か ん

を通
とお

して、３集 中
しゅうちゅう

の答
こた

えを受
う

けましょう。

その中
なか

から神様
かみさま

の作品
さくひん

が出
で

てきて、237、５千
せん

種族
しゅぞく

の現場
げ ん ば

と合
あ

う答
こた

えを味
あじ

わうで

しょう。土曜日
ど よ う び

には、正確
せいかく

なみことばの流
なが

れに乗
の

りましょう。そのとき、いっし

ょに祈
いの

る答
こた

えを受
う

けます。日曜
にちよう

は、集 中
しゅうちゅう

を体験
たいけん

しましょう。神様
かみさま

が 私
わたし

に与
あた

え

てくださった身分
み ぶ ん

とと権威
け ん い

とを持
も

とって 集 中
しゅうちゅう

とする祈
いの

とりの時間
じ か ん

とを味
あじ

とわうのです。

Remnant には、揺
ゆ

れない隠
かく

された土台
ど だ い

があります。 

 

１つ目
め

、イスラエルの歴史
れ き し

を見
み

れば、７回
かい

のわざわいがあるのが見
み

えます。７人
にん

のレムナントは、危機
き き

の時
とき

ごとに神様
かみさま

の重要
じゅうよう

な土台
ど だ い

を発見
はっけん

しました。２つ目
め

、

神様
かみさま

は伝道
でんどう

弟子
で し

に確実
かくじつ

な 10 の土台
ど だ い

をくださいました。すべてが神様
かみさま

の絶対
ぜったい

主権
しゅけん

の中
なか

にあります。 私
わたし

たちの土台
ど だ い

は神様
かみさま

のことなので絶対的
ぜったいてき

です。３つ目
め

、世々
よ よ

にわたって隠
かく

されていて、とこしえまである永遠
えいえん

の土台
ど だ い

です。この力
ちから

によって、

私
わたし

たちは伝道
でんどう

をして祈
いの

って教会
きょうかい

のために献身
けんしん

することができます。いまは神様
かみさま

の前
まえ

に永遠
えいえん

に残
のこ

ることを祈
いの

りましょう。 

 

Remnant はみことばを通
とお

して 24祈
いの

りの中
なか

に入
はい

りましょう。祈
いの

りの人
ひと

は、行
い

く所
ところ

ごとに人
ひと

を生
い

かして、現場
げ ん ば

を生
い

かします。 

 神様
かみさま

、私
わたし

のいのちと生活
せいかつ

の中
なか

に、神様
かみさま

の力
ちから

のみことばが臨
のぞ

みますように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

 
2024.07.20.核心訓練 

 

18 
（火） 

神様
かみさま

にどのように会
あ

えるのでしょうか 

/キリストが主人
しゅじん

になれば 
 使 2章 41～47 節、伝 2 章 11 節～3 章 9 節 彼

かれ

らはいつも、使徒
し と

たちの教
おし

えを守
まも

り、交
まじ

わりを持
も

ち、パンを裂
さ

き、祈
いの

りをしていた。(使 2:42) 

 ほとんどの人
ひと

は、わざわいの中
なか

で生
い

きています。これが歴史
れ き し

です。神様
かみさま

が恵
めぐ

みで

Remnant にキリストを与
あた

えてくださり、わざわいから出
だ

してくださいました。い

まは、この事実
じ じ つ

をわざわいの中
なか

にいる人々
ひとびと

に教
おし

えてあげましょう。 

 

１つ目
め

、神様
かみさま

に会
あ

う道
みち

を知
し

りましょう。天
てん

の下
した

でこの御名
み な

のほかに、 私
わたし

たちが

救
すく

われるべき名
な

は人間
にんげん

に与
あた

えられていないからです。神様
かみさま

に会
あ

う道
みち

は、ただキリ

ストしかありません。その御名
み な

で祈
いの

れば、すべてが答
こた

えられます。暗闇
くらやみ

も打
う

ち砕
くだ

くことができます。正
ただ

しい礼拝
れいはい

をささげれば聖霊
せいれい

の大
おお

きな 力
ちから

が与
あた

えられます。

世界
せ か い

福音化
ふくいんか

できる 力
ちから

です。２つ目
め

、だれが人生
じんせい

の主人
しゅじん

であるかによって、答
こた

え

が変
か

わります。未信者
みしんじゃ

は救
すく

われていず、空中
くうちゅう

の権威
け ん い

を持
も

つ支配者
しはいしゃ

であるサタン

につかまっています。その人々
ひとびと

は*生
う

まれながら御怒
み い か

りを受
う

けるべき子
こ

です。救
すく

われたのに、イエス・キリストを*主
しゅ

と言
い

わず、*ラビだと思
おも

っている肉
にく

の人
ひと

もい

ます。最後
さ い ご

に、聖霊
せいれい

の人
ひと

がいます。この人々
ひとびと

は、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が主人
しゅじん

でなく、キリス

トを 心
こころ

の中
なか

に主人
しゅじん

としてお迎
むか

えした人々
ひとびと

です。キリストを信
しん

じる信仰
しんこう

で生
い

きる

人
ひと

は、暗闇
くらやみ

の勢力
せいりょく

が絶対
ぜったい

に触
さわ

ることができません。Remnant は、毎日
まいにち

キリストが

主人
しゅじん

になる祈
いの

りをしましょう。 

 

*生
う

まれながら御怒
み い か

りを受
う

けるべき子
こ

と-と根本的
こんぽんてき

に神様
かみさま

を離
はな

れてサタンの子
こ

どもであること

を意味
い み

します。 

*主
しゅ

と-と主人
しゅじん

を意味
い み

します。 

*ラビと-とユダヤ人
じん

が尊敬
そんけい

する人物
じんぶつ

や知識
ち し き

が多
おお

い先生
せんせい

を呼
よ

ぶときに使
つか

うことばです。 

 

 神様
かみさま

、毎日
まいにち

神様
かみさま

に会
あ

って、キリストを 私
わたし

の人生
じんせい

の主人
しゅじん

としてお迎
むか

えする祈
いの

りを

することができますように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお

祈
いの

りします。アーメン 
 

2024.01.23.237 火曜弟子訓練 1 講 

 



19 
（水） 

主
しゅ

の力
ちから

の中
なか

にとどまる生活
せいかつ

/神様
かみさま

と毎日
まいにち

会
あ

う生活
せいかつ

 

 ヨハ 15 章 1～7 節 あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなた

がたにとどまっているなら、何
なん

でも欲
ほ

しいものを求
もと

めなさい。そうすれば、それ

はかなえられます。(7) 

 Remnant に与
あた

えられた教会
きょうかい

の講壇
こうだん

のみことばと Remnant の現場
げ ん ば

が一致
い っ ち

するのを

見
み

ましょう。このようにみことばを味
あじ

わっていると、苦
くる

しいことがあっても、す

べてをみことばの中
なか

とで見
み

とることができます。そうするなら、神様
かみさま

との 力
ちから

との中
なか

とで

毎日
まいにち

、神様
かみさま

に会
あ

うことができます。 

 

１つ目
め

と、ダエエルは獅子
し し

との穴
あな

との中
なか

とに入
はい

とってもかまわないというほど、神様
かみさま

ととの

関係
かんけい

がしっかりしていました。「そうしたら、どうなるだろう」と計算
けいさん

しません

でした。Remnant は、主
しゅ

の主
しゅ

、王
おう

の王
おう

である神様
かみさま

と親
した

しい関係
かんけい

を持
も

つことができ

ます。祈
いの

りの中
なか

で、いつもともにおられる主
しゅ

と人格的
じんかくてき

に出会
で あ

いを味
あじ

わえば良
よ

いの

です。 私
わたし

たちは主
しゅ

がくださる結果
け っ か

を分
わ

かるので、すべてのことは過程
か て い

になりま

す。２つ目
め

、神様
かみさま

は毎日
まいにち

新
あたら

しい恵
めぐ

みを与
あた

えると言
い

われました。毎日
まいにち

、神様
かみさま

に会
あ

う恵
めぐ

みを味
あじ

わいましょう。イエス様
さま

もスケジュールを持
も

って祈
いの

りに集 中
しゅうちゅう

されま

した。サタンが隙
すき

を利用
り よ う

することができないように、朝
あさ

、昼
ひる

、夜
よる

のスケジュール

を決
き

めて、神様
かみさま

のみことばを 心
こころ

に込
こ

めましょう。その時間
じ か ん

に御座
み ざ

の祝福
しゅくふく

が私
わたし

のことであると祈
いの

りましょう。 私
わたし

たちは、ただキリストが必要
ひつよう

な罪人
つみびと

であるこ

とを覚
おぼ

えて、神様
かみさま

の恵
めぐ

みを心
こころ

から求
もと

めましょう。 

 

毎日
まいにち

祈
いの

りの中
なか

で神様
かみさま

に会
あ

う幸
しあわ

せな集 中
しゅうちゅう

の時間
じ か ん

を持
も

ちましょう。 

 

 神様
かみさま

、毎日主
まいにちしゅ

の力
ちから

の中
なか

で神様
かみさま

に会
あ

う Remnant になりますように。生
い

きておられ

るイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

 
2024.01.23.237 火曜弟子訓練 2 講 

 

20 
（木） 

私
わたし

たちのすべてを知
し

っておられる神様
かみさま

 

/キリストの中
なか

で持
も

つ信徒
し ん と

の関心
かんしん

 
 詩 139 篇 1～10 節、ピリ 1 章 12～21 節 あなたは私

わたし

の座
すわ

るのも立
た

つのも知
し

っ

ておられ遠
とお

くから私
わたし

の思
おも

いを読
よ

み取
と

られます。(詩 139:2) 

 絶対
ぜったい

ミッションがある人
ひと

は、必
かなら

ず答
こた

えを受
う

けます。ジョージ・ミュラーは、孤児
こ じ

を助
たす

とけるという絶対
ぜったい

とミッションを受
う

とけて切実
せつじつ

とに祈
いの

とりました。神様
かみさま

とはミュラーに

五万個
ご ま ん こ

を越
こ

える答
こた

えを与
あた

えてくださいました。この答
こた

えを Remnant が受
う

けるため

に覚
おぼ

えておくことがあります。 

 

１つ目
め

、神様
かみさま

は、私
わたし

たちのすべてのことを知
し

っておられます。私
わたし

たちは、イエ

ス・キリストの 力
ちから

を信
しん

じれば良
よ

いのです。イエス・キリストは 私
わたし

たちを救
すく

う道
みち

と真理
し ん り

、いのちです。キリストの 力
ちから

を信
しん

じれば、神様
かみさま

の 力
ちから

が 現
あらわ

れます。サタ

ンはキリストを恐
おそ

れるので、私
わたし

たちが福音
ふくいん

を伝
つた

えることを最
もっと

も嫌
きら

います。サタ

ンは、今
いま

も攻撃
こうげき

しています。そして、神様
かみさま

は世
よ

の中
なか

を変化
へ ん か

させる力
ちから

を私
わたし

たちに

与
あた

えてくださいました。その使命
し め い

を知
し

りましょう。２つ目
め

、キリストの中
なか

で信
しん

じ

ていれば、見
み

る目
め

が変
か

わります。信仰
しんこう

を持
も

っていたヨブは、とても大
おお

きな苦
くる

しみ

の中
なか

でも主
しゅ

を恨
うら

みませんでした。ヨブは、主
しゅ

が自分
じ ぶ ん

を鍛
きた

えられた後
あと

、純金
じゅんきん

のよ

うに出
で

て来
く

るようにされると話
はな

しました。このとき、サタンがひざまずきました。

Remnant は患難
かんなん

のときに与
あた

えられる答
こた

えの奥義
お く ぎ

を知
し

って感謝
かんしゃ

しましょう。 

 

いまは神様
かみさま

が 私
わたし

に与
あた

えてくださった絶対
ぜったい

ミッションを見
み

つけ出
だ

すように祈
いの

りま

しょう。 

 神様
かみさま

、神様
かみさま

が私
わたし

にくださった絶対
ぜったい

ミッションを見
み

つけ出
だ

す Remnant になります

ように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アー

メン 
 

2024.01.23.237 火曜弟子訓練 3 講 

 



21 
（金） 

患難
かんなん

と慰
なぐさ

め 

 Ⅱコリ 1章 1～11 節 神
かみ

は、どのような苦
くる

しみのときにも、私
わたし

たちを慰
なぐさ

めてく

ださいます。それで私
わたし

たちも、自分
じ ぶ ん

たちが神
かみ

から受
う

ける慰
なぐさ

めによって、あらゆ

る苦
くる

しみの中
なか

にある人
ひと

たちを慰
なぐさ

めることができます。(4) 

 Remnant が受
う

ける*患難
かんなん

は、ほかの人
ひと

を慰
なぐさ

めるための力
ちから

を養
やしな

う時間
じ か ん

です。神様
かみさま

の慰
なぐさ

めを受
う

ける時間
じ か ん

です。それなら、Remnant は患難
かんなん

をどのように見
み

れば良
よ

い

のでしょうか。 

 

１つ目
め

、患難
かんなん

を恐
おそ

れる必要
ひつよう

はありません。ヨブ 3章
しょう

25節
せつ

とＩヨハネ 4章
しょう

18～19

節
せつ

を見
み

れば、いつも心配
しんぱい

して、神様
かみさま

を信
しん

じないで恐
おそ

れる部分
ぶ ぶ ん

に患難
かんなん

が来
き

ました。

Remnant は、すべての心配
しんぱい

は神様
かみさま

に任
まか

せて、神様
かみさま

の契約
けいやく

を正確
せいかく

に握
にぎ

れば良
よ

いので

す。２つ目
め

、患難
かんなん

は希望
き ぼ う

と祝福
しゅくふく

の通路
つ う ろ

であり、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の道
みち

です。聖書
せいしょ

の中
なか

の Remnant７人
にん

は、すべての患難
かんなん

を祝福
しゅくふく

にしました。ペリシテは、イスラエルを

苦
くる

しめ続
つづ

けましたが、サムエルが生
い

きている 間
あいだ

には戦争
せんそう

はありませんでした。

３つ目
め

、患難
かんなん

は*終
お

わりの時代
じ だ い

を生
い

かす道
みち

です。終
お

わりの時代
じ だ い

には、患難
かんなん

と苦難
く な ん

、

混乱
こんらん

が起
お

こります。しかし、終
お

わりはすべての民族
みんぞく

に福音
ふくいん

が宣
の

べ伝
つた

えられた後
あと

に

来
く

るのです。このとき、Remnant は神様
かみさま

のみことばを朗読
ろうどく

して、聞
き

いて、守
まも

れば

良
よ

いのです。 

 

Remnant は神様
かみさま

のみことばを契約
けいやく

として受
う

けて、祈
いの

りましょう。祈
いの

りの奥義
お く ぎ

を持
も

っているチームが構成
こうせい

されれば、世
よ

の中
なか

を変
か

える神様
かみさま

の働
はたら

きを見
み

ることができ

ます。 

 

*患難
かんなん

：悩
なや

みや苦
くる

しみとわざわいを合
あ

わせて言
い

うことばです。 

*終
お

わりの時代
じ だ い

と：イエス様
さま

がお生
う

まれになったときから再臨
さいりん

される時
とき

までの世
よ

の中
なか

のことを

言
い

います。 

 神様
かみさま

、患難
かんなん

の中
なか

で正確
せいかく

な神様
かみさま

のみことばを受
う

ける Remnant になりますように。

生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 
 

2024.07.21.1 部 

 

22 
（土） 

土
つち

の器
うつわ

の中
なか

に入
はい

っている宝
たから

 

 Ⅱコリ 4 章 1～15 節 私
わたし

たちは、この宝
たから

を土
つち

の器
うつわ

の中
なか

に入
い

れています。それ

は、この測
はか

り知
し

れない力
ちから

が神
かみ

のものであって、私
わたし

たちから出
で

たものではないこ

とが明
あき

らかになるためです。(7) 

 私
わたし

たちは土
つち

を焼
や

いた土
つち

の器
うつわ

ですが、私
わたし

たちの中
なか

には宝
たから

が入
はい

っています。その

理由
り ゆ う

は、測
はか

り知
し

れない力
ちから

が神様
かみさま

のものであって、私
わたし

たちから出
で

たものではない

ことを分
わ

からせるためだと言
い

われました。私
わたし

たちの中
なか

には、どんな 宝
たから

が入
はい

って

いるのでしょうか。 

 

１つ目
め

、三位
さ ん み

一体
いったい

の神様
かみさま

がくださった「いのちの宝
たから

」が入
はい

っています。創世記
そうせいき

1

章
しょう

と27節
せつ

との神
かみ

とのかたち、2 章
しょう

と7節
せつ

との神様
かみさま

とのいのちの息
いき

と、2 章
しょう

と18節
せつ

とのエデンの園
その

との

祝福
しゅくふく

を Remnant に与
あた

えてくださったのです。２つ目
め

、「救
すく

いの宝
たから

」が入
はい

ってい

ます。福音
ふくいん

が薄
うす

れた時代
じ だ い

ごとに、神様
かみさま

は再
ふたた

び福音
ふくいん

と救
すく

いの答
こた

えを回復
かいふく

させてく

ださいました。創世記
そうせいき

3 章
しょう

15節
せつ

の 女
おんな

の子孫
し そ ん

、6章
しょう

14節
せつ

の箱舟
はこぶね

、出
しゅつ

エジプト記
き

3

章
しょう

18節
せつ

の血
ち

のいけにえ、イザヤ 7章
しょう

14節
せつ

、マタイ 16 章
しょう

16節
せつ

の生
い

きておられる

神
かみ

の御子
み こ

であるキリストの契約
けいやく

によって、私
わたし

たちは救
すく

われました。３つ目
め

、世
よ

の中
なか

を生
い

かす見張
み は

り人
にん

の 宝
たから

が入
はい

っています。イエス様
さま

が、だれも止
と

めることが

できないやぐらを建
た

ててくださり、だれも止
と

めることができない旅程
りょてい

を進
すす

むよう

にされ、世
よ

の中
なか

を生
い

かす道
みち

しるべを教
おし

えてくださいました。 

 

Remnant は、とてもすばらしい宝
たから

を持
も

っています。この 宝
たから

を持
も

っている Remnant

は、絶対
ぜったい

に滅
ほろ

びることがありません。この事実
じ じ つ

を知
し

って、祈
いの

りで味
あじ

わいましょう。 
 

 神様
かみさま

、神様
かみさま

がくださった宝
たから

を最高
さいこう

に味
あじ

わいますように。生
い

きておられるイエ

ス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 
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